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花崗岩中の鉱物のカソードルミネッセンス

（CL）像解析は，鉱物の形成・成長を明らか

にすることができ，花崗岩質マグマの冷却過

程の解明に有用である。カリ長石のオシラト

リゾーニングはメガクリストやフェノクリス

トにおいて報告されるものの（Vernon and 

Paterson, 2008; Vernon, 2010），等粒状花崗岩に

おいて報告例はない。本研究では，等粒状花崗

岩である土岐花崗岩中の他形カリ長石におい

て，CLオシラトリゾーニング（波状累帯構造）

を新たに見いだした。カリ長石のオシラトリ

ゾーニング形成の知見は，マグマ溜り中の鉱

物成長（メルトと鉱物間の元素分配）に加えて，

マグマ溜り自体の化学的進化の解明に資する

データを与える。 

研究対象である土岐花崗岩体は，白雲母黒

雲母花崗岩，ホルンブレンド黒雲母花崗岩，黒

雲母花崗岩の 3 岩相で構成される。ボーリン

グコア試料からサンプリングを行い，各岩相

から 3 試料（計 9 試料）の岩石試料を研究対

象とした。これらの試料には他形カリ長石が

普遍的に産出する。 

研究手法としては，偏光顕微鏡による薄片 

観察，SEM-CL（JEOL：IT100A+Gatan MiniCL）

によるBSE像及びCL像の取得，EPMA（JEOL：

JXA-8900）を用いた化学分析（元素マッピン

グとライン分析）を行った。 

土岐花崗岩体の他形カリ長石に対して，以

下の 2 つ知見が得られた。①CL 像観察より，

これまでに報告例のないオシラトリゾーニン

グが観察された。このオシラトリゾーニング

からカリ長石の成長開始地点が評価できる。

②元素マッピングとライン分析の結果より，

CL像の高輝度域ではバリウム，チタン，アル

ミニウム，ナトリウムの含有量が相対的に多

く，シリコンとカリウムの含有量が乏しい傾

向が得られた。特に，チタンとバリウムの含有

量と輝度の正の相関が顕著であり，オシラト

リゾーニングの生成は，これらの元素のメル

トからの供給に支配される。 
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